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議題 １  

平成３０年度保健衛生事業実績報告 

１ 健康寿命 

到達目標 健康寿命を延ばす 

計画全体に対するアウトカム指標として、健康寿命を延ばすことを到達目標とします。 

 平成25年実績 

平成25年10月1日時点 

平成26年実績 

平成26年10月1日時点 

平成27年実績 

平成27年10月1日時点 

平成28年実績 

平成28年10月1日時点 

平成30年目標値 

平成30年10月1日時点 

男性 79.9歳 79.5歳 80.3歳 80.2歳 80.4歳 

女性 83.0歳 81.4歳 81.8歳 82.6歳 83.5歳 

 

２ 健康増進計画 

 ①重点的取り組み 

重点的取り組み１ 生活習慣病の発症や重症化を予防する取り組みの充実 

がん検診の更なる受診率の向上のため、検診未受診者に対する再勧奨を行います。 

事業計画：大腸がん検診未受診者に対する再勧奨による受診率 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 

目標値 10％ 10％ 15％ 15％ 15％ 

実 績 8.2％ 18.0％ 30.3％ ― ― 

受診者／再勧奨者

（人数） 
78/948＊1 18/100＊2 20/66 ― ― 

＊1 平成28年度の対象者は、41歳で前年度の大腸がん検診未受診者及び当該年度の大腸がん検診を申込みしていな 

い者としている。 

＊2 平成29年度以降の対象者は、41歳で前年度大腸がん検診受診者及び当該年度の検診申込者のうち前半実施の検 

診未受診者としている。 

 

重点的取り組み２ 

地域における支え合いや、地域での活動を通じた健康づくりな

ど、子どもから高齢者までがいきいきと暮らせる地域社会づく
りの推進 

健康は個人の努力だけでなく、個人を取り巻く環境にも大きく影響を受けることから、全

体で9か所ある小学校区を単位として、地域のつながりを重視した健康づくりに取り組みま

す。 

事業計画：健康づくり講座を実施する地域 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 

目標値 ３か所 ３か所 ６か所 ６か所 ９か所 

実 績 ０か所 ０か所＊4 ４か所 ― ― 

  ＊4 （仮称）梨トレ体操第２を媒体とした地域ぐるみでの健康づくりを計画していたが、体操が未完成のため、平

成 30年度に向けて自治会等との関係づくりを行った。 

  

②会議等における関係機関からの意見 

会議名等 内 容 関係機関からの意見等 

保健衛生事業計画 
医師会議 

がん検診受診率の
向上 

・要精密検査率が高い検診など課題があるものを重
点的取り組みとしたほうが良いのではないか。 

・経年比は数値と割合の両方を示したほうが良いの
ではないか。 
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③その他の事業実績及びめざそう値の達成に向けた経過 

  別添資料参照（Ａ３版） 

 

３ 食育推進計画 

①重点的取り組み 

重点的取り組み１ 生涯にわたるライフステージに応じた食育の推進 

生涯健康で過ごすためには、健康的な食習慣を身につけることが大事です。 

子どもから大人まで、主食・主菜・副菜をそろえたバランスのよい食事がとれるように、地元

の野菜を取り入れた料理の紹介を行います。 

事業計画：広報などで地元の野菜を取り入れた料理の紹介 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 

目標値 12回 12回 12回 12回 12回 

実績 12回 12回 12回 ― ― 

重点的取り組み２ 食を通じたコミュニケーションの推進 

家族や仲間と一緒に食事を楽しむことは、心や体を元気にしてくれます。共 食
きょうしょく

の機会が増

えるよう、その大切さを伝えていきます。 

事業計画：教室などで共 食
きょうしょく

の大切さについて啓発の実施 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 

目標値 30回 33回 35回 38回 40回 

実績 25回 30回 30回 ― ― 

  

 ②会議等における関係機関からの意見 

会議名等 内 容 関係機関からの意見等 

食生活改善推進員

定例会議 
食育啓発の拡充について 

・食育の啓発を更に推進するため、新たなイベ

ント会場やテーマで啓発をしてはどうか。 

栄養士連絡会議 
よくかんで食べることへ

の支援について 

・よくかんで食べていると認識している児童・

生徒が少ないため、各ライフステージで更な

る支援をする必要があるのではないか。 

 

③その他の事業実績及びめざそう値の達成に向けた経過 

別添資料参照（Ａ３版） 

 

４ 歯科口腔保健推進計画 

①重点的取り組み 

重点的取り組み１ 生涯を通じた歯科疾患重症化予防に対する取り組みの強化 

妊娠中の歯科疾患重症化予防のため、新たに妊婦歯科健診を実施します。 

事業計画：妊婦歯科健診受診率 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 

目標値 25％ 25％ 30％ 30％ 35％ 

実 績 12.2％ 18.9％ 16.3％ ― ― 

データ(人数) 49/402 84/444 65/398 ― ― 
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重点的取り組み２ 
生涯を通じてよく噛

か

んで食べることや、口腔
こうくう

機能の向上に向けた

歯の喪失防止の取り組みの充実 

生涯を通じた口腔
こうくう

機能の維持改善のため、新たに後期高齢者歯科健診を実施します。 

事業計画：後期高齢者歯科健診受診率 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 

目標値 10％ 10％ 15％ 15％＊ 20％ 

実 績 1.2％ 15.5％ 17.2％ ― ― 

データ(人数) 8/646 124/799 136/792 ― ― 

＊平成30年度の実績を踏まえ、平成31年度の目標値は15％から20％に変更して実施する。 

重点的取り組み３ 歯科口腔
こうくう

保健の推進に関する連携体制の構築 

歯科口腔
こうくう

保健推進計画の具体的取り組みを市民と協働で推進していくため、（仮称）歯科

口腔
こうくう

保健推進ボランティアを育成します。 

事業計画：市民と協働で実施する普及啓発活動に参加した市民の数 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 

目標値 10人 10人 10人 20人 20人 

実 績 6人 6人 9人 ― ― 

 

②会議等における関係機関からの意見 

会議名等 内 容 関係機関からの意見等 

保健衛生事業計画

歯科医師会議 

歯科口腔保健推進事業の 

評価について 

・後期高齢者歯科口腔健診受診率向上等のた 

めには、高齢者担当課などとの連携が必要 

ではないか。 

 

 ③その他の事業実績及びめざそう値の達成に向けた経過 

  別添資料参照（Ａ３版） 

  

５ 自殺対策計画 

事業名 内  容 

自殺対策計画の策定 

・第 2次しろい健康プランの 4つ目の計画として、庁内・庁外の会議、 

パブリックコメントを経て計画を策定した。 

・12月に千葉いのちの電話との共催による講演会を開催し、こころの 

健康や自殺対策の必要性等とともに自殺対策計画の策定やパブリッ  

クコメントの実施について広く市民に周知した。参加者 119人。 

・計画書 121部、概要版 132部を庁内・庁外の関係機関、関係団体に配 

布し、市の自殺対策の取り組みについて協力を依頼した。 
（配布数：令和元年 9月末現在） 

 


